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 GEヘルスケアグループの日本法人であるGEヘル 
スケア・ジャパン（株）は、日本初のMRガイド下集束 
超音波治療器「ExAblate 2000（エクサブレート 
2000）」を全国の産婦人科を主対象に発売する。 
 
●ExAblate 2000は、MRI（磁気共鳴画像診断装 
 置）で撮影した画像をもとに、体外から超音波を照 
 射して筋腫領域に集束させることで、筋腫組織を 
 局所的に加熱し、壊死させるMRガイド下集束超音 
 波治療器（MRgFUS：MR-guided Focused  
 Ultrasound Surgery）。対象は痛みや出血などの 
 自覚症状がある症候性子宮筋腫患者＊1。 
 治療は平均3～4時間で腹部を切らずに低侵襲的 
 に完了し、痛みや副作用も軽いため、日帰りでの 
 治療が可能になるなど、患者のQOL（生活の質） 
 を飛躍的に高める。またMRIと組み合わせて使用 
 するため、MRIの撮影画像上で治療計画を策定で 
 きるほか、治療中もMRIから得られる画像データ 
 をもとに、超音波の照射位置や焦点温度などをリ 
 アルタイムで監視しながら治療できるため、高い 
 安全性を誇る。女性ホルモンの影響で成長すると 
 みられる子宮筋腫は子宮内にできる良性の腫瘍 
 で、現在日本人成人女性の4人に1人が持って 

 いるといわれている。年齢別では家庭的・社会 
 的に重要な役割を担う35～50歳が筋腫人口の 
 約8割を占めると推測されている＊2。現在では、 
 子宮全体を取る全摘手術、筋腫だけを切り取る 
 子宮筋腫核出法（各々について開腹術と腹腔鏡 
 術がある）、そしてカテーテルを血管に入れて薬 
 剤で血管を詰まらせて筋腫を縮小させる子宮動 
 脈塞栓術（UAE：Uterine Artery Embolization） 
 などの外科手術がその主な治療法だが、患者の 
 体への負担が大きく、術式によって1日～2週間 
 の入院が必要で、しかも開腹術の場合には腹部 
 に傷が残るという課題がある。 
 
●ExAblate 2000では、MRIの画像をもとに、虫 
 眼鏡で光を1点に集めるのと同様に、208個の発 
 生源から出る超音波を1点に集めて、うつ伏せに 
 なった患者の患部に照射し、焦点組織の温度を 
 65～85度まで上昇させ、子宮筋腫組織を壊死さ 
 せる（図1参照）。治療時間は平均約3～4時間で 
 、麻酔もかけないため、手術後1時間ほど安静に 
 すれば日帰りも可能。また低侵襲的で体に傷跡 
 が残ることもない。（次頁に続く） 



 ●ExAblate 2000に組み合わせるMRIは、GE製 
  Signa（シグナ）シリーズ1.5Tおよび3.0Tで、同 
  MRI装置の既存ユーザーは新規にExAblate  
  2000を購入するだけで、症候性子宮筋腫患者の 
  集束超音波治療が可能になる。 
  さらに同社では、ExAblate 2000を使用してFUS 
  を実施する医療機関に対し、社団法人日本産科 
  婦人科学会の認定を取得したトレーニングを提 
  供する。一企業が実施するトレーニングを同学会 
  が認定したのは今回が初めてとなる。 
 
 ●ExAblate 2000は子宮筋腫治療の目的で、欧 
  州では2002年にCEマークを、米国では2004年 
  に食品医薬品局（FDA）承認を取得している。 
  2009年12月現在、米国で30台、欧州で29台、ア 
  ジアで20台と全世界で79台設置されており、同 
  製品を使用した海外での治療件数は約5、500症 
  例となっている。国内では2003年以降、全国9施 
  設がExAblate 2000を個人輸入して、子宮筋腫 
  のFUSを自由診療で提供している。 
  （次頁に続く） 
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